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札幌市における捕獲犬の寄生蠕虫について．Ⅱ．
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神谷ら（1973）は前報において、札幌市における61頭頭虫は圧平後，７０％アルコール固定，デラフイールド・

の捕獲犬の内部寄生蠕虫(以下蠕虫)を調べ，線虫５種，ヘマトキシリン染色を施して検索した．

吸虫２種および鉤頭虫１種，計８属８種を報告した．
成績

今回は，調査の季節，検査犬の年齢および性を考慮に

いれ，339頭の捕獲犬の蠕虫を検討した．１．慨況

Ｔａｂｌｅｌに総寄生率（蠕虫陽性率）を宿主性別に示し
材料および方法

た．全体として76.4％の検査犬が蠕虫陽性であった．感

札幌市環境衛生事業所に集められた捕獲犬雄178,雌染犬１頭あたりの蠕虫種類数については，過半数がただ

161計339頭が検査に供された．前報に使用された材料は１種類の寄生であった．さらに，最高の４種寄生犬はわ

含まれない． ずかに１５％であった．総寄生率ならびに重複感染につ

1973年２月15日の調査を冬期の調査と考え，それ以後いては宿主の性による差は認められなかった．

約３ケ月ごと，春(５月24日)，夏(８月30日)，秋(11月２．種類と寄生率

29日）に調査を行った．検査犬は，すべて，調査日前１ 認められた蠕虫の種類およびそれらの寄生率を宿主雌

週間に集められた．雄別にＴａｂｌｅ２に示した．線虫５種，吸虫４種，条虫

検査犬は殺処分後，Ｄｉγq/プルｒｉａｉ''z"ziZisの血清学的２種，鉤頭虫３種計12属14種が見出された．最も高い寄

検査のため，心臓穿刺による採血を行ったのち，内部臓生率を認めたのはＴγ/CA'`７－isrwZPiSで，次いでＤ/ﾉｰo‐

器は例別にポリエチレン袋に容れて凍結し，保存した． ガル,７αｉ"z"z/Zlrs，Throcαγαｃα"/s，Ａ"QyZosro"』ααJ"j‐

凍結融解後，各臓器（心，肺，肝，腎，消化管，膀胱）〃"')２，Ｐ/αgioﾊﾟﾉｶｉｓ〃1,”/s，TojuascαγｉＭｅｏ'zi'1α，Ｄ/PLy‐

を肉眼および実体顕微鏡によって精査した．さらに腎，〃/""ＺＣａ"伽"1,MErago"i'""Syohog`zTMZaﾊα/ｉａＷｉ

肝の白色結節は乃工ｏｃαγαｃα"ｉｓ幼虫の感染を考慮にいである．この他に，寄生例は少数であったが，犬からの

れ，また横隔膜の数ケ所はＴｒｉｃｈｊＭｍ”iγαZisの検査寄生報告としてはまれなＰ/jocﾉｵγe"zα/1Msi/br"ze，Ｃ,ツー

のため，ガラス板で圧平して虫体の有無を調べた． PZocoMeZi"9,/α，本邦においては未報告と考えられる

採取された線虫は20倍ホルマリン液で固定後，ラクトＤや/ｉＷｏＭﾉｶｧi"''１ｓp・（，．〃/""z,，.〃zα"so"/rとは別

フェノール液によって透明化して，また吸虫，条虫，鉤種と考えられる），さらに国内の犬よりの報告のみあた

ＴａｂｌｅｌＨｅｌｍｉｎｔｈｉｎｆｅｃｔｉｏｎｉｎｄｏｇｓｅxamined

Ｎｏ．ｏｆｄｏｇｓ（％）infectedwithhelminthsＮｏ．ｏｆｄｏｇｓSｅｘｏｆ

ｄｏｇｓ
Ｐｒｅｖａｌｅｎｃｅ

（％）ExaminedInfected ｌｓＰ、 ２ｓｐｐ、 ３ｓｐｐ、 ４ｓｐｐ．

Ｍａｌｅ

Ｆｅｍａｌｅ

79(59.4）

70(55.6）

32(24.1）

41(32.5）

19(14.3）

14(11.1）

178

161

133

126

7４．７

８０．１

3(2.2）

1(0.8）

76.4149(57.5）７３(28.2）３３(12.7）４(1.5）Total 259339

（４１）
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Table2Prevalenceofhelminthsinｄｏｇｓ

Ｎｏ．ｏｆｄｏｇｓｉｎｆｅｃｔｅｄ Prevalence（％）
Speciesofhelminths Total

Ｍａｌｅ Female Ｍａｌｅ Female＊

Tbzocαγαｃα"ｉｓ(Werner，1782）

Ｔｂ工αSc”/sZeo"/"α

（Linstow，1902）

Ａ刀qyJosZomacα"z"zｲﾌﾞ〃
（ErcolanL1859）

Ｔ７ｉｃｈＭＳＵ"”た
（Froelich，1789）

Ｄｉγq/7Ｊａ７ｉａｉ'"〃/ｉｓ
（Leidy，1856）

正Ｚａｇ/oパノｂｉｓ〃ZzｨγzS
TanabeJ922

八企/αｇｏ"i"z"SJoAogczzuai
ZaAaAaS/z/iSuzuki、１９３０

P/jociかど'"α九si/Ｍ)zｅＧｏｔｏｅｔ
ＯｚａｋＬ１９３０

Ｃry'/ocOZlyJeZi"g"α
（CreplinJ825）

Ｄｉ'y〃〃〃ｃα"z"""ｚ
（nnnaeus，1758）

DWMJo6orﾊｧ〃'zsp・

Cory"osomasZ7""Los""ｚ
（RudolphL1802）

Ｃ、:y"CSO'"αUiZZoS""z
VanCleaveJ953

Co”"ｏｓｏｍａｓｐ．
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●
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０
８

８
６
６
６
９
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２
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●
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０
３
５
６
４

６
０
０
０
１
０
０
１
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１
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７
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８
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９
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●
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●
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０
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１
０
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０
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升：Ｓｅｘｏｆｄｏｇｓ

Ｈａｇｉｏ７ｃﾉｶｉｓ,"”/ｓは夏(８月)，秋にのみ出現し，夏

に高い寄生率であった．その他の蠕虫では，寄生例数も

少なく，一定の傾向は認められなかった．

４．感染と宿主の年齢

中村ら（1970）に従って歯によって鑑定した宿主の年

齢別の寄生率をＴａｂｌｅ４に示した．

Ｔｍｏｃａｒａｃα"ｉｓは高齢になるに従って寄生率は低下

し，６歳以上の犬には寄生を認めなかった．逆に４カ月

齢以下の検査犬全頭に寄生を認めた．

Ａ"MosZo"Ｚａｃα"/"…とＴγiC/、γｉｓｕｚ`”ｉｓは４カ

月齢以下の幼犬では寄生を認めず，おおむね高齢犬に寄

生率は高かった．他の蠕虫では寄生例数は少なく，一定

の傾向は認められなかった．

５．蠕虫別にみた寄生状況－１例あたりの寄生虫体

数，単性寄生ならびに寄生線虫の性比について

ａ・Ｔｂ工ｏｃａｒａｃａｍ：寄生犬１頭あたりの寄生虫体数

は最低１，最高85,平均8.1（中位数４）であった．１虫

体のみの寄生例は51例（77.3％）で圧倒的に少数寄生が

らないＣＯ、ﾉ"OSC"ｚａｓｒ７"ﾉ"osz（"z，Ｃ・Ｕ'"ＯＳ""，ＣＯ':y‐

'2CSO'"αｓｐ・が見出された．いずれの種類についても宿

主の`性による寄生率の差は認められなかった．

以上の14種のうち，，.／"!'"ｍｓに関しては，検査犬

の年齢を考慮にいれた寄生率ならびに虫体の発育状況か

ら考え，北海道内での土着が確実と考えられることにと

どめ，これに関しては別報で詳細に述べる．Ｐ、九si/b‐

γ,"e,ＣＺｉ"g"α，DiP/ＭＪｏＭﾉｶｧi""ｚｓｐ，およびＣＯが‐

"CSO,"α属鉤頭虫３種は，寄生例が少数にすぎず，分類

学的考察を加味して別途報告する8)．

３．感染の季節的変化

各種蠕虫の寄生率の季節的変化をＴａｂｌｅ３に示した．

Ｔｂ.ｒｏｃａｒａｃα"ｉｓにおいて冬(２月)，春(５月)に高い

寄生率が認められたが，これは２月，５月の調査犬中に

１歳未満の犬が多く含まれていたことを一因として考慮

にいれなければならない．

ＴﾉﾌﾞcA”ｉｓ`Ｍｐｉｓは冬から秋（11月）にむかい寄生率

は増加し，秋に最も高い寄生率であった．

（４２）
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Table3SeasonalHuctuationofhelminthinfection

（Numberofpositivecases（％)）

、宝差.職M
Helminth-曰

February
６０

Ｍａｙ
５０

November

l33
Ａｕｇｕｓｔ

９６

21(35.0）

５（8.3）

22(36.7）

３（５．０）

０

０

０

14(280）

８(16.0）

19(38.0）

０

０

１（２．０）

０

９（9.4）

18(18.8）

38(39.6）

１（1.0）

16(16.7）

２（2.1）

３（3.1）

22(16.5）

22(16.5）

69(51.9）

５（3.8）

７（5.3）

１（0.8）

３（2.3）

Ｔ、ｃａｍｓ

Ａ．ｃα〃z〃【〃〃

Ｔ､Ｕ"ZP/ｓ

Ｔ．／ＣＯ"/"α

Ｐ．'"〃７２ｓ

Ｍ・ｙｏ肋ｇｎｚｕａｉＺａﾉｾﾞα/iａｓ/i/／

，．ｃα〃z〃”Z

Table4Comparisonofprevalencebyａｇｅ（Numberofpositivecases(％)）

、 Ａｇｅ＆Ｎｏ． Ｍｏｒｅｔｈａｎ

６years
２９

Ｌｅｓｓｔｈａｎ

４ｍｏｎｔｈｓ

ｌ９

４～１２

ｍｏｎｔｈｓ

３２

２～３３～４４～５５～６

７８３４３７１６

１～２

ｙｅａｒ

９４

19(100）

０

０

０

０

０

０

２(12.5）

２(12.5）

10(62.5）

０

２(12.5）

１（6.2）

０

Ｔ・Ｃａ〃ｉｓ

Ａ．ｃα"i"z"〃

Ｔ・zwZpな

Ｔ、／ＣＯ"/"α

Ｐ．〃LzJrzs

M・ｙｏ肋gamaiiZaAaAasﾊｶﾞｉ

ｎｃα〃/"〃"Z

19(59.4）

４(12.5）

11(34.4）

２（6.2）

１（3.1）

０

０

12(12.8）

15(16.0）

45(47.9）

４（4.2）

９（9.6）

２（2.1）

２（2.1）

７（9.0）

11(14.1）

32(41.0）

１（1.3）

７（9.0）

１（1.3）

２（2.6）

３（8.8）

５(14.7）

15(44.1）

２（5.9）

１（2.9）

０

２（５９）

４(10.8）

６(16.2）

20(54.1）

０

３（8.1）

０

０

0

10(34.5）

15(51.7）

０

０

０

０

ｄ、Ｔｏ工asca7isJeo"i"α：１頭あたりの寄生虫体数は

1～22,平均4.3（中位数２）であった．１虫体のみの寄

生は４例，２，３虫体は各１例，４虫体は２例，２２虫体

が１例であった．

単性寄生は５例（55.6％）であった．

,性比は1.1であった．

ｅ・ＰZag/ｏｒc/his〃z",．is：１頭あたりの寄生虫体数は

1～13,平均2.9（中位数２）であった．１虫体のみの寄

生が11例(47.8％)，５虫体以下20例(87.0％)であった．

また夏での１頭あたりの平均寄生虫体数は３．６，秋では

1.4であった．

ｆ・MBZPago"i"z"ｓｙｏｈｏｇａｚｃａｉｒａＡαｈａｓﾊﾉﾉ：１頭あた

りの寄生虫体数は各々，７，１１３，１７１，８９６虫体であっ

た．

９．，伽Z/cJiz`"ＺＣａ"Z"z`"Z：１頭あたりの寄生虫体数

は１～65,平均19.8（中位数4.5）であった．

６．腎に見出されたＴｂ工｡cαγαｃα"/ｓの幼虫

雄犬７例，雌犬18例，計25例(7.4％)の腎にＴ・Ｃａ"た

の幼虫が認められた．このうち６例ではＴにα"ｉｓの成

虫が消化管に寄生していた．幼虫は腎皮膜下，腎皮質の

多かった．さらにこれを年齢別にみると，１歳以下では

38例中６例(15.8％)が，１歳以上では28例中17例（60.7

％）が１虫体のみの寄生であり，この点からも幼犬は成

犬に比べて，Ｔｃα"なの感染に対し高い感受性を有し

ているといえる．

単性寄生は29例（43.9％）であった．

採取虫体の性比（以下雌虫体数／雄虫体数）は性別が

判定できない少数の幼若虫を除外し，１．２であった．

ｂ、Ａ,ZQyZosZo''1αｃα",Ｗ''2：１例あたりの寄生虫体数

は１～431,平均19.3（中位数２）であった．１虫体の

みの寄生は16例（30.2％)，１０虫体以下の寄生は40例

(75.5％)で過半数を占めた．

単性寄生は30例（56.6％）で過半数を占めた．

性比は2.1であった．

ｃＴ７/C/、γｉｓＵｌ`ZP/s：１頭あたりの寄生虫体数は

1～1125,平均51.6（中位数13）であった．１虫体のみ

の寄生は15例（10.1％)，１０虫体以下71例（48.0％)，２０

虫体以下88例（59.5％）で過半数を占めた．

単性寄生は34例（23.0％）であった．

性比は1.3であった．

（４３）
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白色結節中に認められた．少数例の肝にも同様の結節が

認められたが，虫体は発見できなかった．

が減少し，雪が消えた春から秋にかけて，それが増加す

ることが考えられる．

HagiorCﾉｶﾊ〃z(〃ｉｓは，冬，春に寄生を認めず，夏に

16.7％と高く，秋に５．３％の寄生率であった．神谷ら

(1973)は前報において，高率(19.7％)の本吸虫の寄生を

報告した．今回の８月の調査では前回の成績に比べ，若

干低い寄生率であったとはいえ，同様に高率の寄生が認

められた．また夏の１頭あたりの平均寄生虫体数は秋の

それに比較して多い．この点からも，本種の感染が夏に

多いという季節的消長を裏付けている．吉川ら(1940)は

広範な調査結果に基づき，神戸市の犬で，本種の寄生期

間と中間宿主の盛衰との関係から季節的消長，すなわち

特に秋にのみ感染・発育が認められる事実を報告してい

る．時期的には若干の相違があるが，北海道の８月下旬

～９月は神戸市の初秋にああたり，吉川ら（1938）の結

果とほぼ合致する．

さらにYamashita（1952）は比海道に広く分布する

本吸虫の第１中間宿主，モノアラガイＬｙ'""αどαノαPC‐

,ｚｉｃａ中の本種セルカリアの寄生率を調べ，５月に寄生

率は12.5％であったが,）次第に高くなり，８月には実に

92.72％に達し，その後，次第に減少し，１１月下旬には

23.86％に低下することを報告している．この第１中間

宿主中での本種セルカリア感染の季節的消長と今回の結

果はよく合致する．さらに彼は実験的に道内に存在する

セスジユスリカＣ/ii7o"o"zz`Sc/o芯α//s，アンナンデール

ヨコエピＡ"ん０９Ｗ"'"αｊｗｓα""α"回陀Zeiが本吸虫の第２

中間宿主としてはたらくことを報告している．従って，

犬への感染は，本種のセルカリアに感染したこれらを含

めた第２中間宿主が生息する場所の水を摂取することに

よると考えられる．一方McMullen（1937）は実験的に

人への感染を証明し，さらにOkaｂｅ＆Shibue（1952）

は淡水産ミナミヌマエピＭＯＣα'一/α/'1α火"//α`Ｚａｚａが

本種の第２中間宿主になることを明らかにし，人への感

染を示唆している．その後，実際に浅田ら（1962）は本

種の人体寄生例を報告している．従って，札幌市の犬で

他地域に比べ，高率に本種の寄生が認められたことか

ら，十分に人体寄生例存在の可能性が推測できる．

蠕虫感染と宿主の年齢との関係については､Tozocαγα

cα"ｉｓは高齢になるに従って寄生率の低下が認められ，

吉川ら(1938)，伊藤ら(1959a)，大石ら(1973)と同様の

寄生状況を示した．４カ月齢以下の検査犬では，犬に普

通にみられる寄生蠕虫はＴ・Ｃａ"応のみであった．この

ことは仔犬の生態，ならびに感染方法，すなわち胎盤感

考察

札幌市における捕獲犬の内部寄生蠕虫に関しては，前

報（神谷ら，1973）で，成犬61頭を調べ，線虫５種，吸

虫２種，鉤頭虫１種計８属８種を認めて報告した．今回

は調査した季節，犬の年齢および性を考慮にいれて検討

したわけであるが，陽性例は神谷ら(1973)が77.0％で，

今回の成績とほとんど同じであった．しかし，神戸市に

おける吉川ら(1938),佐賀県における岡部・古賀(1952)，

静岡県における伊藤ら（1958)，埼玉県における田中ら

(1966)，東京地区における大石ら(1973)の成績ではいず

れも90～１００％の犬に何らかの寄生蠕虫を認めている．

さらに，伊藤ら(1958)，田中ら(1966)はともに80％以上

の検査犬に２種以上の混合寄生を認めている．これに反

し，札幌では前回(神谷ら，1973)と同様に１種のみの寄

生が過半数を占めている．また，各蠕虫別にみても，犬

に一般的に認められる種類の寄生率は低い．今回の種類

数は前回の８種に比べ，１４種と多いが，これは犬での寄

生がまれで，Yoshimura（1965）が礼文島の犬から報告

したＰ/ioCi〃e"Zα九s,(/Ｍ"e，Ｃ,:yがoCoMeZi"g"α，

および国内の犬で末報告な３種のＣＯＤﾉ"CSO”z属鉤頭

虫が含まれることに一因があり，普通種をとり上げれ

ば，前記諸報告者の成績に比べ，やはり少ない．さらに

蠕虫種個々についても，１頭あたりの寄生虫体数が少な

く，また単性寄生が多く，札幌市の捕獲犬における蠕虫

浸淫度は国内の他地域に比較すると低い．

個々の蠕虫に対する季節の影響はＴｏ工oCαγαｃα"な，

Ｔγ/Ｃｈ"ｒｉＳＵｚ`ZP/S，Ｐ山g/o'て/iiS〃』!〃/Ｓに寄生率の季節

的変化を認めた．しかしながらＴｍｏｃａﾊｚｃα"/Ｓに関し

ては，当然のことながら各季節に調べた検査犬の年齢構

成が問題となる．すなわち，冬，春に高い寄生率が認め

られたことは，この季節の検査犬中に１歳以下の若齢犬

が多かったことに原因があることを留意しなければなら

ない．

ＴγicA”/ｓＵｚ`Ipfsに関しては，伊藤ら（1959ｂ）は冬

期に最も低い寄生率を得たが，今回も同様の結果を得

た．しかしながら，最も高い寄生率は春ではなく秋に認

められた点は異なっていた．この差異が何に起因するか

は明らかでないが，札幌では永い冬期間（約４～５カ月

間）の低気温のため虫卵の発育がおさえられること，さ

らに地表が雪におおわれていることによって，感染機会

（４４）
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染に原因がある．

ＴγＭ"risrwZP/s，Ａ"QyZosro"zαＣａ''/"'‘"Ｚではおお

むね高齢犬で寄生率は高かった．Ｔ・ＺＭｐｉｓに関しては

伊藤ら(1959b)，大石ら(1973)と同様の結果を示した．

ＡＣα"/""，〃では吉川ら（1938)，戸張(1938)，伊藤ら

(1959a)等により若齢犬に高い寄生率が報告されている

が，今回の結果は逆であった．一方Stone＆Girardeau

(1968)によって生後まもない仔犬への感染は母犬の授乳

を介しての感染が示唆されている．しかしながら，今

回，４カ月齢以下の仔犬には感染を認めることはできな

かった．

単`性寄生例は，ＴｒｉｃｈＺ`ｒｉＳＵ"”ｉｓでほぼ'/４，Thro‐

cα（ｚｃα"is，Ａ"qyZosZoﾉ"αｃα"/"〃ﾉ〃，Ｔ０.ｒａｓｃａ７/ｓ／eo‐

"/"αで過半数に出現した．伊藤ら（1959ａ，ｂ)．田中ら

(1966)が糞便検査による成績と剖検による成績との差異

を論じているが，このように高率に単性寄生例が出現し

たことから考えて，糞便検査による調査の際に，このこ

とを考慮にいれることが必要である．

検査犬7.4％の腎にToroCaracα"おの幼虫がみつか

った．今回の幼虫の検査法は腎の白斑部をガラス板で圧

平して，実体顕微鏡によって調べた．従って，より精密

な検査法を用いれば，さらにこの検出率は高くなること

が考えられ，高率のＴｃα"/ｓの胎盤感染が推測され

る．

TbrascarisZco"i"αに関してはOkoshi＆Ｕｓｕｉ

(1967)は1958～1967年にわたり東京地区の犬および猫に

おける感染状況を調査し，国内産犬へさらに国内の猫

への浸淫を報告し，検査犬3140頭中40頭（1.27％）に寄

生を認めている．さらに神谷ら（1973）は札幌市の捕獲

犬61頭中２例（3.3％）に本種の寄生を認めている．今

回も同程度の寄生率を認めたことから考えて，低率なが

ら国内に広く浸淫していることが推測される．

条虫寄生はＤ勿伽/"''ｚｃα"/刀"''ｚ６例，Ｄや/iWo‐

6orA,ﾌﾟ！(,,ｚｓｐ、１例計７例が見出されただけである．伊

藤ら(1958)，田中ら(1966)，大石ら(1973)に比べ，．

cα"/"【`''2の寄生は著しく低いといえる．一方，新山ら

(1969)が２年間にわたり，北海道大学獣医学部附属家畜

病院に来院した札幌地区の飼育犬461頭の虫卵検査を行

い，１％に，．‘α"/"'`"ｚの寄生を認めた結果とよく一

致している．

次に，人獣共通寄生虫症の観点から重要なＭｂｔａｇＤ‐

"/'",【ｓｊﾉoﾊｏｇａｍａｉｒａﾉＭｉａＷｉが４例（1.2％）に見出さ

れた．北海道よりのMbzagwz/''１ﾋﾞｨｓ属吸虫の報告は皆無

に等しく，藤井ら(1926)，RitchiectaZ．（1954)が北海

道各地の住民を虫卵検査によって調べ，若干の横川吸虫

感染者を報告しているが，北海道内で感染したものかど

うかは明らかにされていない．従って，その分布の北限

は従来青森県，秋田県と考えられていた．また北海道に

おいて本種の第２中間宿主での寄生状況を調査した報告

は，影井ら(1973)がサロマ湖のシラウオＳＭＩ"gicMiﾂｓ

板/crocJo〃を調べ，陰'性に終っている調査のみである．

本種が北海道に土着していたものか，あるいは移入され

たものであるかは，第１中間宿主であるカワニナル

ノ"/Mcosp伽MSO"Ｍ/6e'ﾌﾟﾉ"αの道内での生息，本州

より移されたアユを含め多数の第２中間宿主の存在，ま

た今回比較的幼若な虫体が認められたこと，さらに１～

２歳の若い犬より３例の本種の寄生が見付かったこと，

などからも考えて，生活環が存在しているとするのが妥

当である．しかしながら，越智（1957）はカワニナより

のセルカリアの遊出，また吉野（1940）は第２中間宿主

中でのメタセルカリアの生存状況がともに水温に影響を

受けることを報告している．従って，低気温の続く札幌

市で本種の幼虫が発育でき得るかどうかは，最終的には

中間宿主の調査にまたなければならず，将来の検討を期

している．

要約

1973年２月，５月，８月，１１月に札幌市環境衛生事業

所に集められた捕獲犬(雄犬178,雌犬161頭計339頭）の

内部寄生蠕虫類について検討し次の結果を得た．

１．検査犬のうち76.4％が陽性であった．さらに陽,性

犬のうち１例あたり１種のみの寄生は57.5％，２種寄生

28.2％，３種寄生12.7％，４種寄生は４例1.5％であり，

過半数が１種のみの寄生であった．また１頭あたりの寄

生虫体数も少なく，国内各地での調査成績に比べ浸淫度

は低かった．

２．検出された寄生蠕虫は線虫５種(Torocα「αｃα"zs、

Ｔｏ工ａｓｃａγ/ｓＺｅｏ"/"α，Ａ"GyZosro7"αｃα"z〃zｲ"z、Ｔγ/c‐

/iMszwZP/s，Ｄ/γq/７Ｊαγ/α／''１'"it/s)、吸虫４種（P/αg‐

io7cA/ｓ，"z〃ｉｓ、ＭｅｒａｇＤ"/"z配ｓｙｏ肋gZrzuairαえαｈａｓ‐

/iii，〃ocirre,"αβ`si/bγ'"e，Ｃ,弓yPZocoZlyZeZ/"９１`α)，

条虫２種（DjPlyM/”〃ｃα"i"""２，DWMZo6oZhriz('〃

sp.)，鉤頭虫３種（ＣＯ、ﾉ"CSO"ｚａｓＺγ"，"Cs"，"，ＣＵ/"o‐

sz`''１，Cory"CSO"Ｚａｓｐ.）の計12属14種であった．これら

のうち，ＭｗﾊﾟgzJmα／ｚａＭｉａＷｉは北海道において

はじめて見出された．またＤＷｉＪﾉ"o6oZ/iγ/Ⅲ,〃ｓｐ・なら

（４５）



4６

ぴに３種のＣＯγ:ylJoSo"Zaspp・は本邦において犬よりの

報告はない種類である．

３．いずれの蠕虫種についても宿主のＩ性による寄生率

の差は認められなかった．

４．寄生率の季節的変化はＴγic/ｉＭｓＵｚ`ＪＰｉｓでは冬

から秋にむかい寄生率は増加し，秋に最も高い寄生率で

あり，PJagioγc/iｉｓ”〃ｉｓは夏および秋においてのみ寄

生を認めた．

５．寄生率と宿主の年齢との関係は，Ｔｂ工oCαγαｃα"ｉｓ

は高齢になるに従って寄生率が低下したが，Ａ"Ｍｏ‐

sZo"ｚａｃα"伽"'，ＴγｉｃﾉｊＭｓｕ,`ZPlfsは高齢犬で寄生率

は高かった．

６．単性寄生は乃工ｏｃａｒａＣα"ｉｓで43.9％，Ａ"Qyb

szO''2αｃα"伽"ｚで56.6％，ＴγｉｃｈＭｓｕ""ｉｓで23.0

％，Ｔｂ工ａｓｃａγｉｓＺｅｏ"i"αで55.6％に認められた．虫卵

検査を行う際にこのことを考慮にいれることが必要であ

る．

７．検査犬7.4％の腎にＴｂ工ocα'一αｃα"ｉｓの幼虫が検

出された．

８．寄生線虫の`性比は常に雌虫が多かった．
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HELMINTHS OF STRAY DOGS IN SAPPORO, n.

Haruo KAMIYA, Naoki SEKI, Yusuke TADA

{Department of Parasitology, Facutlty of Veterinary Medicine,

Hokkaido University, Sapporo, Japan)

AND

MASAO KAMIYA

{Department of Medical Zoology, St. Marianna University,

Kawasaki', Ka?iagawa, Japaii)

Helminth parasites collected from 178 male and 161 female stray dogs in Sapporo were

investigated in February, May, August and November, 1973. Helminth parasites were found

in 256 (76.4%) of 339 dogs. In the infected dogs, cases parasitized by one, two, three and

four species of helminths were 57.5%, 28.2%, 12.7% and 1.5%., respectively. The infection

rates in the present study were lower than those of other districts of Japan.

Fourteen species of helminths belonging to twelve genera were recovered ; Toxocara

canis, Toxascaris leonina, Ancylostoma caninum, Trichuris vulpis, Dirojilaria immitis,

Plagiorchis muris, Metagoni?nus yokogawai takahashii, Phocitrema fusiforme, Cryptocotyle

lingua, Dipylidium caninum, Diphyllobothrium sp., Corynosoma strumosum, C. villosum

and Corynosoma sp. Their infection rates between male and female dogs did not show any

significant difference. Among these species, M. yokogawai takahashii was first recorded in

Hokkaido, and C. strtimosum and C. villosum were first records in doges of Japan.

The infection rates of T. vulpis were highest in autumn (November), while those of P.

muris were highest in summer (August). The infection rates of T. canis were higher in the

group of younger dogs, but those of A. caninum and T, vulpis were higher in the group of

older dogs.

Dogs with the unisexual infection of T. canis, A. caninum, T. vulpis and T. leonina

were 43.9%, 56.6%, 23.0% and 55.6%, respectively, so that in case of fecal examination the

above results should be taken into cosideration.

The larvae of T. canis in the kidney were found in 25 (7.4%) out of 339 dogs examin

ed. The number of female worms of respective nematode species was always larger than that

of male worms.
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